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子どもの経験を階層的に生かす幼小連携カリキュラムの開発(5)
一幼稚園年長「発見・表現の時間」の開発を中心に-

1.本研究の経緯

本研究は,幼小連携研究の歴史を持つ広島大学附属

三原幼稚園(以下,幼稚固)及び広島大学附属三原小

学校(以下,小学校)での実践を事例として,幼稚園

(3歳から5歳)と小学校低学年(第1学年から第2

学年)の教育内容を子どもの経験の蓄積という観点か

ら見直し,子どもの経験が階層的に生かされるカリキ

ュラムとして提案することをH的とする。

第1年次は,園児・児童の実態観察・ビデオ分析を

通して,めざす子ども像(「身のまわりのものや人に積

極的にかかわり,自分でいろいろなことに取り組むこ

とができる子ども」)を設定し,その姿に迫るために,

小学校第1 ・ 2学年に新教科「発見」科(以下,発見

料)と「表現」科(以下,表現科)を設置し,単元開

発及びカリキュラム試案を作成した。発見科は認識の

基礎を,表現科は表現力の育成を目的としている。

第2年次は,カリキュラム試案に基づいて保育・授

業を実践し,同一題材や関連した内容について,発達

段階に応じた活動・単元開発を行った。

第3年次は,保育・授業を実践する中でカリキュラ

ムの修正を行うとともに,発見科・表現科を設置した

ことによる子どもたちの変容の調査・分析を行った。

第4年次は,幼稚園年長の園児が一層「感じたりイ

メージしたり発見したり考えたりする経験」が積める

ように,発見科と表現科の両者の視点で保育を行う

「発見・表現の時間」を新設した。そして,園児の実

態を踏まえるとともに,小学校発見科・表現科と関連

づけて目標を設定し, 3本の新しい活動開発を行っ
た。

第5年次にあたる本年度は, 「発見・表現の時間」

と発見科及び表現科の目標や内容の系統を整理すると

ともに, 「発見・表現の時間」の活動内容の開発を行

った。本小論では,その実際についての考察から「発
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見・表現の時間」の成果と課題を示す。

2. 「発見・表現の時間」の目標

年長児の実態や発見科及び表現科との関連を考え,

「発見・表現の時間」の目標を次のように設定した。

身近な自然やものや人に積極的にかかわる中で,

様 々な感覚 をはた らかせ て, 発 見 した ことや考えた

こ と ..感 じたこ とやイメージ したこ とを, 表 した り

発展 させた りす る力 を養 う0

この 日標は次の 4 点か ら構 成 されている0

A.身近な自然やものや人に積極的にかかわること

B.様々な感覚をはたらかせて感じること

C-1.発見したことや考えたことを表したり発展

させたりすること

C-2.感じたことやイメージしたことを表したり

発展させたりすること

これらのことを子どもたちに経験させたり,力を垂

ったりしたいと考えている。なお, C-1, C-2に

ついては双方とも表したり発展させたりする力を示し

ている。その中で　c-iに関しては, 「発見科」の

視点からとらえたもの, C-2に関しては, 「表現科」

の視点からとらえたものについて示している。

「発見・表現の時間」では,年長児の遊びが単発的

になりやすい現状を打開していくために,遊びがより

広がったり深まったりしていけるような活動を展開し

ていく。具体的には,子どもたちが感じたりイメージ

したり発見したり考えたりする経験が積めるように,

個々あるいは小集団での遊びを生かしながら,クラス

全体での活動を柔軟に設定していく。また,小学校の

教員が幼稚園の教員と共に教材研究や保育を行うこと

を通して,子どもたちの発見や表現を更に深めていく

支援を行う。
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Toshiharu Kaneta: The curriculum development for collaboration between kindergarten and elementary

school from the point of children's experiences (5)
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< 発見科 教科目標>
身のまわりの自然や地域社会にかかわる体験活動を通して,それらに対する愛

着を抱くとともに, 自然や地域社会の事象の特性や関係の理解につながる認識

の基礎や, 自ら活動を起こしたり見通しをもって行動したりするための実践力の

基礎を養う。

1 年 2 年 育みたい力の観点

発

見

料

㊨

< 発見 .表現の時間の目標 >

d

d

.飼育.栽培活動や身近な素 .継続した活動において,

身近な自然や

身近な自然やものや人に積極的にかかわる中で, 材を用いた製作活動などを 疑問や問題の解決にむけ

様々な感覚をはたらかせて, 発見したことや考え 通して,疑問を見つけること て取り組むことを楽しむ。

たこと .感 じたことやイメージしたことを, 表 し を楽しむe .身近な地域の自然や

たり発展させたりする力を養う0 .自分の生活に関係のある 人々の様子.設備などに 地域社会への
人々に親しみを感じたり,道

具や施設などを大切に扱お
うとする意欲をもつたりする。

興味や親しみをもつ。 愛着

発

経験させたいこと
年 長

.

.感覚器官を働かせて対象

をじっくり見たりJ本物やモデ

ルとそっくりなものを作ったり
する過程で,敬,色,構造,

.比較することで違いを見

つけ,それぞれの特徴(棉
追,役割など)をつかむこ

とができる0 忠
考

認識の基礎

.養いたい力の 形など具体的な観点をもって .ごっこ活動をすることで,

観点 見つめなおし,特徴をつか

むことができる。

人の行動の意味や行動と

ものとの関連を考えること
ができる0

A

.身近な自然やものや人に
.感覚器官を通して感じたこ

とを,絵や文で表すことがで

きる0

.比較したことを表に表す

ことができる。

表
醍

親しみを感じたり,興味関 .簡単な地図に表すこと
心をもったりしながら,繰り .身近な場所と絵地図を対応 で,分布やどのような所に

身近な自然や

ものや人に
積極的にかかわる

こと

返しいろいろな方法でかか させ,位置を絵地図で表すこあるか特徴を表すことがで
わることを楽しむ。

. 身近な自然やものや人に
ふれ,課題をもって考えたり

工夫したりしてかかわる面
白さを味わう。

とに気付くことができる。 きる0

B

様々な感覚を

はたらかせて
感じること

.身近な自然やものや人と .繰 り返し見たり試したりする .何に焦点をあてれば問

実践力
の直接かかわり,五感をは ことによって,特徴をつかん 題の解決や目的の実現に

たらかせて その特徴や変 だり,問題点を解決したりす つながるかという見通しを
見

表

現

の

時

間

C

化に気づいたり,イメージを

膨らませたりする。

.身近な人にかかわりなが
ら,相手の気持ちを意識し

たり,お互いが心地よく過ご
すためのルールを守ろうと

したりする0

ることができる。 もって活動できる0

C l l

発見したことや

. 身近なものを見て感動し

たり不思議に思って試した .直接体験を通して,感 じたりイメI ジしたり表したりする
関心.意欲.態度

義

現

料

㊨

動の

りしたことを様々な方法で

伝え合うことを楽しむ0

(例えば,すりばちを使った
自然物での色水遊び.石け

表現活動に興味をもち楽しむ0

.様 々な感覚を働かせる活動を体験し,感じたことを一人

感じる力

考えたことを ん遊び.砂遊び.植物を育 ひとり自分の中に蓄積することができる0

表したり てるなど) .いろいろな感覚を使ってバランスよく働かせることがで
発展させたり .感じたことやイメI ジした きる。
すること ことを,様々な方法で表し

たりより自分らしく工夫し
.様々な感覚を働かせて感じたことをそっくりそのまま取 イメージする力

C - 2

感じたことや

イメージしたことを
表したり

て表したりすることを楽し

む0

. 友だちの気持ちや友だち
のいいところを感じたり気
づいたりしながら,共通のイ
メージを楽しむ0

り出したり, 自由に変形したり,解体したり,再構成したり

することができる。

.イメージしたI とを「音」「色.形.質感」「動き」「吾桑」な 自分の思いを
発展させたり
すること

(例えば,よく見て描く.イ

メージして描く.経験したこ
とを描く.共同画など)

」、- C-'d.蝣H ニ′ JL ロ
ど多様な方法で表すことができる0

表す力

.友だちとの表現の違いに気づき,そのよさを認めること

ができる0

相手の思いを

受けとめる力

.友だちの表現方法を互いに共有し,相手の思いを受け

止めていくことができる。
双方向に表す

力

1 ・ 2 ^ 育みたい力の観点

< 表現科 教科目標>
様々な感覚をはたらかせながら感じ,イメージし,表すという一連の表現活

プロセスを通して,表現する力を培う0

図1発見・表現の時間,発見科・表現科の目標系統図
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3. 「発見・表現の時間」と発見科・表現科のつながり

3. 1　目標の系統

幼稚園年長における「発見・表現の時間」と,小学

校第1 ・ 2学年における発見科・表現科それぞれの目

標が,どのようにつながっているかを示したものが図

1である。

小学校第1 ・ 2学年は,発見科①と表現科①が教科

として新設されているので,それぞれに教科目標及び

観点別目標を設定している。一方,幼稚園年長では

「発見・表現の時間」 ⑦というように,発見科,表現

科双方につながる視点を併せもった総合的な活動とし

てとらえて目標及び観点別目標を設定している。

観点別目標については, 「発見・表現の時間」から

発見科,表現科に向けて矢印が示されている④。先に

述べたように, 「発見・表現の時間」は発見科,表現

科双方につながる視点を併せもった目標を設定してい

るので,この観点別目標においても,発見科,表現科

に向けてそれぞれが個別に対応しているというより

は,総合的につながっていることを示している。

3. 2　内容の系統

「発見・表現の時間」と,発見科・表現科それぞれ

の内容が,どのようにつながっているかを示したもの

が図2である。

幼稚園では,日々の活動の中から特に「発見・表現

の時間」の目標につながる活動として,大きく4つの

活動内容の柱を設定している㊤。小学校では,発見科

の活動内容を①のように,表現科の活動内容を⑤のよ

うに設定している。

「発見・表現の時間」の内容から,発見科,表現科

の内容に向けて,その関連性を実線と破線で示してい

る①。実線は主に発見科につながるもの,破線は主に

表現科につながるものとして表している。また,線の

太さは, 「発見・表現の時間」の内容と発見科,表現

科の内容の関連性の深さを示している。つまり,線が

太いほど,それぞれの関連性が深いととらえ,柵いも

年 長 - - 1 年 2 年 -

発

見

表

≡

発

見

料

㊨

㊨

巨 がそう.遊ぼう.育ててみよう l

ウサギと並ぼう

l 自分で育てて確かめよう l

虫さんとなかよし
カタツムリ大けんさゆう

&司育

f

-
l 生長の変化を隅 しよう l ー よく見て違いを見つけよう -

栽 培
ザリガニを飼ってみよう
レンガに慮れている虫を見つけよう ●
ワタリh.二を飼ってみよう ■
カブトムシを飼ってみよう ●

呈n0)鵠 雲 t」r>T霊 のかな ?のやさいを恥 らそだてよう

●
●
●

l 掛 なところまでじっくり見よう * B I-よる変化を見つめよう ー
遊び

●
しせんビンゴ 田に乗る生き物を見よう (自然)

巨 てみて触 l食べてみよう / ・

やきいも(サツマイモの栽培) ..
ミニトマトの個人社培 ●
f- T ^ + x if j^ ^ r iti*

,5、ゆカルタ
I

ー いろいろな鮒 の特性を生かして並ぼう ー 遊び
(ものづくり)

うくもの.しすむもの1風.空気とあそぽうーしかけをつなげよう

冨 遠 賀 芦 品 欝 ォ

ヨモギEEl子作り ●

l 家族の仕事を的べよう ー . 先生.B iの人の仕事を調べよう ー

仕 事
官のしごと大さくせん ゆうぴんのひみつをさぐろう

ョ ^ .

●

t

..............................- llllllllllllllllllllllllllllllllll
.

K m ものか考えよう 「 l たくさ乞07浩諾 豊 所の l

の

時

間

ゥ

トンネル迷路作り
ドミノだおし作り
自然(木の実、泥、石、某等)と遊ぼう
住んでみたい おうちをつくろう!
身近な物で東軍を作ろう
バッタのお祭り

これはだれのものかな えきのひみつみつけたんけん
■ -

●

l O O を感じよう l 巨 メ- ジを て遊びで

表

覗

料

㊨

■■〇 g ! ℡ ■喜 身近な自然.幸折.天気.物一人など うつそう イメ●ジを広げよラ

lみんな芸 芸 芸変身 ー ● ◆
色君忘i:誓 品こ 霊

ダンスチームコンサ●ト ◆

fi*trt

(ふくらまそう

○○を表そつ シャボン玉)
. 廿やリスムを甲仙こ

お店犀きん触 う .. . 三菱懇 Ef スを軸 こ ー お断 り(台本) l

やってみよう○○を! ●

お店屋さん一芸 よう○○に- J * ・ * ー げきで表そう l 巨 くつて表附 オlJジナルbJ l

⑧

虻 つこ 品霊 禁 ㌍ 方法を U サl'忠 言m m6 o fc )ナん)

図2　発見・表現の時間,発見科・表現科の内容系統図
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のは,関連性は浅いながらもつながっているととらえ

Bisza完

4. 「発見・表現の時間」の活動内容の柱

4. 1　各柱の概要

日々の活動を「発見・表現の時間」の目棟の観点か

ら見つめなおし, 4つの活動内容の柱を設定した。そ

の概要を示す。

「さがそう・遊ぼう・育ててみよう」

身近な自然事象との直接体験の中で,特に小動物へ

のかかわりに重点をおいている。小動物に興味をもち,

五感を働かせながら繰り返しかかわっていくことで,

愛着を抱くようになることはもちろんのこと,特徴や

変化などにも気付くようになることを大切にしてい

る。更に身近な

小動物にかかわ

って,感じたこ

とやイメージし

たことなどを考

えたり試したり

しながら,様々

な方法で表せる

ようになること

も大切にしている。

「見てみて・触って・食べてみよう」

身近な自然事象との直接体験の中で,特に植物への

かかわりに重点をおいている。身近な植物に直接触れ

ながら,繰り返しかかわっていくことで特徴や生長に

ついて気付くよ

うになる。そこ

から植物の不思

議さや疑問を感

じたりイメージ

を膨らませたり

したことを様々

な方法で表せる

ようになること

を大切にしている。

「作って・創って・大変身」

この柱は,自

分たちの思いや

イメージしたこ

とを表していく

製作活動と,踊

りや劇,身体表

現などを創り出

す活動の二つに

分かれている。

自分たちの思いやイメージしたことを表す製作活動

では,様々な素材とふれあいながら,イメージしたこ

とや課題になっていることを,試行錯誤して表すこと

を大切にしている。また,イメージしたことを友だち

と伝え合ったり見合ったりし,いいところを生かして

製作することも大切にしている。

踊りや劇,身体表現などを創り出す活動では,身近

なものや人とかかわり,様々な刺激を受けて感じたこ

とからイメージ

を膨らませるよ

うになる。そし

て,自分たちが

イメージしたも

のになっていく

よう踊りや劇,

身体表現などで

工夫しながら表

すことを大切にしている。

「やってみよう○○を!なってみよう○○に!J

自分たちがなりたい○○ (例:お店屋さん・大工さ

ん)になるため,それらに関係した気付きや発見をご

っこ遊びに取り入れることに重点を置いている。更

なりたい○○をより本物らしくするために試行錯誤

し,工夫して表すことにも重点を置いている。活動内

容については,自分たちがなりたい○○に関係した施

設などに行き,その場の雰囲気を感じながら見学する

活動と自分たちがなりたいごっこ遊びの二つの活動を

4. 2　各柱の目標

幼児期の子どもは遊びを通して身近な対象に対し,

いろいろなことを感じたり表したりしている。発見す

ることと表現することの両者を併せもった活動内容に

することで,子どもの感じ方や表し方を育んでいくよ

うにしたい。そこで,それぞれの活動内容の柱に対し,

経験させたいことと養いたい力の観点(A-Cl・2)

に合わせた具体的目標を設定した(表1)0
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表1発見・表現の時間の各活動内容の柱の目標

柱 目 標 活 動 例

さ
が
そ

A :身近な小動物に親 しみを感 じ,繰 り返 しかかわることを楽 しむ0 . ウサギ と遊ぼ う

A :身近な小動物への興味,関心か ら自分たちで育てたい世話 したいとい う気持 . アメ リカザ リガニを飼つ

ちをもち, 実際に育てていきながら小動物への愛着をもつ0 てみよう !

つ B :身近な小動物に五感をはた らかせてかかわ りなが ら,特徴や違い,変化などに . レンガに隠れている虫を

i* ・i q

み つ

cfc
つ

気付いた りイメージをもつた りする0 見つけよう!

C - l :身近な小動物を見て感動 したことや不思議に思って試 したことを友だち . わた りがにと遊 ぼう !

や保育者に様々な方法で伝え, 更に試行錯誤した り工夫 した りして表す .カブ トムシを飼ってみよ

ことを楽 しむ0 う !
C - 2 :飼 っている小動物の成長や動きから感 じたことやイメージ したことを身
体や言葉や絵な ど様々な方法で表すことを楽 しむ0

見
て

真 告

A :身近な植物に親 しみを感 じ, 繰 り返 しかかわることを楽 しむ0 .やきいも (さつまいもの謝
B :身近な植物に直接角財もることを通 して, 特徴や変化, 生長から植物の不思議 . ミニ トマ トの個人栽培

さや疑問を感 じた りイメージを膨 らませた りする0 . ピーマン, ナスをクラス
C - 1 ‥自分たちが栽培 している植物が どのよ うにすればよく生長す るか考え, で栽培

書き 見た こと, 聞いたことを生か しながらかかわる0 .アスパラガス大発見 (アス
C ー2 ‥身近な植物の生長などに気付くことを通 して, 感 じたことやイメージし パラガスの成長を観察)

たことを身体や言葉, 絵など様々な方法で表すことを楽 しむ0 . どんぐりクッキー作 り

. よもぎ団子作 り

作
つ

. トンネル迷路作 り
旧 分 (たち) の思いやイメージしたことを表 していく製作活動
A : 身近なものや自然に興味や関心をもち, 自分たちな りの課題をもって考えた
り工夫 した りしてかかわる面白さを味わ う0 . ドミノたお し作 り

B :身近なものに直接かかわ り, 五感をはたらかせることを通 してその特徴に気 . 自然 (木の実 .梶 .石 .
付いたりイメージを膨 らませた りする0 英など) と遊ぼう
C ー1 :自分たちがイメージしたものになるよう, または課題 と思ったことにか .住んでみたい お うちを

かわれるよ う試行錯誤 して表すことを楽 しむ0 つ くろ う !
C - 2 :自分が体験 したことから感 じたことやイメージ したことを友だちと伝え .身近な物で楽器 を作ろう

て

創
っ
て

合い, いいところを生か していろいろな方法で表 し, 一緒に遊びを進め .バ ッタのお祭 り

.みんなの船で旅 をしよう

る楽 しさを味わ う0
C - 2 ‥自分の思いやイメージしたことを表 し, 見立てて遊んだり工夫 した りし

ながら遊ぶ楽 しさを味わ う0
-歌や踊 りや劇などを割 り出す活動

大 A :身近なものや人の様子を見た りふれた りしながら, 自分たちなりの課題をも
変
身

つて考えた り工夫 した りしてかかわる面白さを味わ う0 .ダンスチームコンサー ト
B :身近なものや人 と直接かかわ り, 様々な刺激を受けて感 じたことから, イメ .劇遊び
ージを膨 らませることを楽 しむ0

B :友だちの気持ちを感 じた り, お互いが気持ちよく遊びを進めるためのルール
を守ろうとした りす る0

C - l :自分たちがイメージしたものになるよう, または課題に思った ことにか
かわれるよう試行錯誤 し, 工夫 して表すことを楽 しむ0

C ー 2 :自分の思いやイメージした ことを表 した り, 友だちが表 した中からいい
ところに気づいたりし, 表す楽 しさを味わ う0

な や
つ つ

A :自分たちが してみたい○○になるよ うに, 友だちと話 し合ったことについて

.お店屋さんを見てみ よう

.お店屋 さんになろう !

課題をもって考えた り工夫 したりしてかかわる面 白さを味わう。

て て B :遊んでいくうえで自分たちがな りたい○○ (お店屋 さん .大工さん) になる
み み よう,実際にその人たちがいるところへ行 って見た り聞いた り喚いだ りしな
.fe ck がらその場の雰囲気を感 じる0
つ つ
〇 〇
〇 〇
に を

B :自分の生活に関係のある人にかかわ りながら, お互いが心地よく過ごすため
の集団のルール を守ろうとする0 .家族 ごっこ

C - l :身近にある事象を見た り施設に行った りして発見 したことや気付いたこ

ー ■ とを自分たちのごっこ遊びに取 り入れようとし, より本物 らしくするた
めに試行錯誤 しなが ら工夫 していく0

C - 2 ‥友だちと感 じたことやイメージした ことを表 した中で, お互いのいい と
ころをいか しなが ら共通のイメージをもって一緒に遊びをすすめる楽 し
さを味わ う0

A :身近な自然やものや人に積極的にかかわること

B :様々な感覚をはたらかせて感じること

C-1 :発見したことや考えたことを表したり発展させたりすること

C-2 :感じたことやイメージしたことを表したり発展させたりすること
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5. 「発見・表現の時間」における実践

実践1 「すんでみたい　おうちを　つくろう! (おう

ちづくり)」　　　　　　　　　5歳児(7月)

(1 )おうもづくりに関する子どもの姿と遊びの流れ

4月から身近な材料や遊具を利用しておうちを作る

子どもたちの姿が見られた。その子どもたちは,登園

するとおうちについてのイメージを友だちと伝え合い

ながら作っていた。

【子どもたちの主体的な遊びの中でおうちを作る姿】

大型積木がある部屋(以下『積木の部屋』と呼ぶ)

では,子どもたちが大型積木を使っておうちを作って

いた。子どもたちはそれぞれが"こんな　おうちだっ

たら　いいな"というイメージをもち,イメージした

ことを友だちと伝え合い,その中から"いいな"と思

うところを生かしながら作っていた。例えば,長い板

を使ってすべり台付きの家にしたり,周りを海に見立

て,迷路のような橋がある家にしたりしていた。

保育室では子どもたちが段ボールを開いてくっつ

け,周りを囲むようにしていくつかの部屋があるおう

ちを作っていた。次に部屋に必要なものを友だちと考

え,空き箱やビニールひもを使ってテレビ,ソファー,

シャワー,冷蔵庫などを作っていた。冷蔵庫は発泡ス

チロールの箱をダンボ-ルに入れ,上段と下段の扉も

付け,工夫しながら作っていた。

【お菓子の家をきっかけにみんなでおうち作りをする

ことに】

子どもたちのおうちへの興味が広がっていく中で,

絵本『ヘンゼルとグレーテル』 (山室　静:文・松村

太三郎:絵・フレーベル館)を読み開かせた。絵本の

中に登場する"お菓子の家"をきっかけに,子どもた

ちから"みんなで　おうちを　つくりたい" "グルー

プで　つくろう!''という声が上がった。それにより

クラス全体で,グループによるおうちづくりをするこ

とにした。そして,一人ひとりが"すんでみたい　お

うちが　こんなおうちだったらいいな"とイメージし

たことやおうちについて考えたことを出し合いなが

ら,共同でおうちを作っていくようにした。

(2)保育者のかかわりと環境構成

おうちをみんなで作っていくうえで,子どもたち一

人ひとりが"こんなおうちに　すんでみたい"という

イメージが膨らむようにしたいと思った。そこで,汰

のような手立てを講じた。

【住んでみたいおうちのイメージが湧くきっかけとな

るような絵本の提供】

キノコの家や帽子の家など空想的な家が登場する絵

本や子どもたちにとっては身近にある物で素敵なおう

ちを作っていく絵本などを読み開かせていった。また,

子どもたちがいつでも手にとって見ることができるよ

うにしておいた。

【材料や作る場所をきっかけに住んでみたいおう

イメージを膨らませる】

子どもたちが今までに使ったことのない材料を

してみた。色彩のあるカラービニール袋やカラー

ボール紙,軽くて扱いやすいすだれや綱,シーツ

である。また,おうちを作る場所も保育室に限ら

戯室や積木の部屋も開放し, (園庭の開放は,雨

め中止した。)跳び箱や大型積木など園舎内の遊

使えるようにした。

【他のグループのいいところを生かしていくこと

メ-ジを膨らませる】

グル⊥プによっては,イメージが膨らんでいか

場合もあるだろうし,どのように作っていいかわ

ず迷いが生じることもあるだろう。そんな時に他

ループがどのように作っているかを自由に見て回

ようにしたり,どんなイメージをもって作ってい

友だちが紹介したりできるようにした。

(3)ねらい(発見・表現の時間の目標・ 4つの寺

の中からこの視点に絞って)

c-2 :感じたことやイメージしたことを表したり発

展させたりすること

・絵本に登場する家や材料を見て感じたり,他グ)

プのいいところを見たり聞いたりたりしながら,

分たちが住んでみたいおうちをイメージし,そ

メ-ジしたおうちになるよう,友だちと試行錯

ながら作っていく。

(4)実践内容

絵本『へんてこハウス』 (たむら　しげる:作

岩崎書店)を見た後,材料を選び,場所を決めて

ちづくりが始まった。作る場所は7グループ中,

ループが遊戯室で1グループ(Cグループ)が積

部屋となった。

[AグループとBグループ]

Aグループの子どもたちが大きな段ボールをこ

ねていた。それを見た隣のBグループのH男。

H男: 「うわっ　にかいだてに　しているの?」

d女: 「そうよ　にかいだてに　するんよ～」

H男: 「ぼくも　にかいだてにしよう」

H男が同じグループの女

の子と一緒に大きな段ボ

ールを持ってきて2階建

てのおうちにしようとす

る。Aグループは更に中,

小の段ボールを1階の壁

に段々になるようにくっ
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つけ, 2階につながる階段にしていた。 2階ではテレ

ビを見ることができるようにした。 Bグループもテレ

ビをつけ,女の子たちはシーツを布団にして寝たりお

うちに絵をかいたりしていた。 Aグループのa女もシ

ーツを持ってきて寝ることができるようにし,おうち

に絵もかいていた。

[Cグループ(積木の部屋)]

積木の部屋には大きい段ボールがなかったので, C

グループはカラープラボール紙を中心におうちを作ろ

うとしていた。カラープラボール紙を壁として使用し

たいという思いがあったらしく,平たいカラープラボ

ール紙を立てて使おうとして,布テープで床に固定し

ようとしたが,思うように立たなかった。しかし,読

行錯誤して2個の積木をカラープラボール紙の前後に

挟むように置くことで立てることに成功した。 2日後

にCグループは小さいな

がらもすだれやカラープ

ラボ-) 周りを囲っ

完成はしたものの他のク

ラスの友だちが遊びに来

ておうちが壊れてしまう

ことが何度かあり, Cグ

ループの子どもたちは困っていた。そこで,どうした

らいいか考えた結果,おうちを遊戯室に移動させるこ

とにした。遊戯室に行ってみるとCグループとは全く

違ってスペースを広くとったおうちや部屋の中のもの

(ベッドや椅子など)を揃えているおうちなどがあっ

た。 Cグループはそれらのおうちを参考にしながら新

たにおうちを作って広げたりおうちの中のものを揃え

たりしていった。 (例:ベッドや隣のおうちに続くト

ンネルなどを作り始めた。)他のグループもCグルー

プが考えた壁となる平たい材料の立て方を見て生かし

ながら作っていた。

lcグループ(遊戯室に移動してから)とDグループ]

遊戯室に移動してからのCグループは寝る部屋とな

る段ボールのふたを切り取り,カラービニール袋を覆

ったことで,上を向いて寝ると外が緑色に見える部屋

にした。また, DグループはCグループと同じ方法で

段ボールのふたを切り取って網を覆っていた。部屋の

中を涼しくするためであ

る。この他, Dグループ

はカラービニール袋を平

たくした段ボールに敷き

詰めてカラー織機にもし

ている。彩りを楽しめる

ようにしただけでなく,

寝転がった時につるつるした感触を味わえるようにL

HSEi誠

(5)成果と課題

手立てに沿って成果と課題を述べる。

【住んでみたいおうちのイメージが湧くきっかけとな

るような絵本の提供】

子どもたちはおうちに関する絵本を見たことで,

``カラー械塔のあるおうちがいい" "二階建てのおうち

がいい!"などと具体的なイメージをもつことができ

た。絵本を見て, ``おうちを作ってみたい"という思

いを強くしたことから, "自分だったらこんなおうち

がいい!"というイメージが湧いたのだと思われる。

このようにイメージが湧くと,今度はイメージに近づ

けられるよう,工夫しながら作ることにつながってい

った。

【材料や作る場所をきっかけに住んでみたいおうちの

イメージを膨らませる】

おうちを作っていくうえで,子どもたちにとってカ

ラービニール袋,網などは工夫しやすく,見立てやす

い材料であった。材料や遊具の特徴が子どもたちの興

味や関心を促し,イメージを膨らませやすくしたと思

われる。それにより, CグループやDグループのよう

に,材料や遊具の特徴からイメージを膨らませ,その

特徴をうまく利用して作ることにつながった。

おうちを作る場所については,それぞれの場所にあ

る材料,遊具だからこそできる作り方があると思われ

る。それにより,積木の部屋でプラボール紙を立てる

ことにCグループは試行錯誤して成功したのではない

かと思われる。

【他のグループのいし.、ところを生かしていくことでイ

メージを膨らませる】

各グループが他のグループの作るおうちを見て刺激

を受け,そこからイメージを膨らませながら作ってい

た。そして,膨らんだイメージのおうちになるよう,

何度も試行錯誤を繰り返して作っていた。決して真似

ばかりするのではなく, "いいな"と思ったところを

生かして,更に自分たちなりに発展させていくことが

大事だと考える。お互いがいいところを参考にし,

"こんな方法もあったのか"と気付きながら作ること

は,子どもたちにとって新たな方法を知り,表現を高

めていく力になると思われる。それと同時にイメージ

を膨らます大きなきっかけにもなると思われる。

他のグループとのかかわりということからは,作る

場所については範囲を広げずに,遊戯室だけに絞った

ほうがよかったという考え方もできる。その方が,他

のグループが作っているところを見たり,どんなイメ

ージで作っているか聞いたりすることがしやすくなる
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と思われる。作る場所については,おうちを作ってい

る子どもの姿やねらいに応じて保育者が考慮すること

が必要と考える。

実践2　「つくって遊ぼう」 ～身近な素材を使って音

をつくって遊ぼう-　5歳児(11月-12月)

(1)実践にあたって

秋にお店屋さんごっこをする中で,身近な素材で楽

器を作り,それをお店の景品にする姿が見られた。そ

のことをきっかけにしながら,自分で楽器を作る姿が

見られるようになってきた。ちょうど秋の自然物も豊

富に手に入る時期でもあり,様々な楽器を作って遊ぶ

中で,試したり工夫したりすることができるのではな

いかととらえ,楽器作りの遊びが広がったり深まった

りできるようにかかわっていくことにした。実践にあ

たっては,次のような保育者のかかわりや環境構成に

配慮した。

・一人ひとりの発見や表現を丁寧に受け止め,認め

る。

・子どもたちが何に気づき,どんなことを工夫しよう

としているのかを読み取り,それに必要な素材を用

&-J-ら.

・クラス全員が集まったときに,自分が作った楽器を

披露するとともに,一人ひとりの発見や表現を認め

ることで,友だちのよさを認め合い,お互いのいい

ところを生かしていけるような雰囲気づくりに心が

ける。

(2)ねらい

A :身近な自然やものや人に積極的にかかわること

・身近な素材で楽器を作ることを通して,自分なりの

課題をもって考えたり工夫したりする面白さを味わ

う。

B :様々な感覚をはたらかせて感じること

・身近な素材を扱いながら,五感を働かせることを通

してその特徴に気づいたり,イメージを膨らませた

りする。

c-1 :発見したことや考えたことを表したり発展さ

せたりすること

・自分がイメージしたものになるよう,試したり工夫

したりしながら表すことを楽しむ。

C-2 :感じたことやイメージしたことを表したり発

展させたりすること

・自分がイメージしたことを友だちと伝え合いなが

ら,楽器を作る楽しさを味わう。

(3)実践内容

【いろいろなものを使って楽器ができるよ】

子どもたちの身近に様々な素材を用意しておくと,

登園してからすぐに,個々であるいは友だちと

楽器を作っては,保育者や友だちに聞いてもらうこと

を楽しむ姿が見られる。

・トレイに輪ゴムをかけて,輪ゴムを指ではじきなが

ら「強くやるとこんな音がして,弱くやると音が違

うよ」

・大きいペットボトルの凹凸を割り箸でなでるように

すべらすと昔が出ることを発見して「ほら,こ己で

も音がするよ」と言いながら, 「あっ,そう

とストローの曲がる部分のギザギザを指でかぐるよ

うにして「やっぱりここでも音がする」

【みんなでマラカスを作って遊ぼう】

輪ゴムで弦楽器のように遊ぶ姿から,マラカスを作

って遊ぶ姿が見られ始めたので,クラス全体でマラカ

スを作って遊ぶ場を設ける。

く聞こえてくる昔を擬音で表現する)

・ペットボトルに石やさら粉を入れて振りながら「コ

ロンシャカコロンシャカって音がするよ」同じよう

に作った友だちが「僕のはね,シャランシャカって

昔がするよ」

・アルミ缶に木の実とドングリを入れると「ナナナナ

ナッって音がするよ」

・牛乳パックに葉っぱを入れると「サラガラ音

る」

・アルミ缶の中にドングリを入れ,外にタフロープで

飾りを作って振りながら「タフロープがカシュカシ

ュ言って,ドングリがカコカコと音がする」

く聞こえてくる音からイメージしたものを別のものに

例えて表現する)

・スチール缶にドングリを2個だけ入れて振りながら

「目覚し時計の音がする」

・プリンカップにドングリを入れて速く振りながら

「鈴のようにシャンシャンって音がする。やさしく

すると,音がきれいになるよ。でもね,横にして回

すと太鼓の昔に聞こえるよ」

く友だちとお互いの音を比較してみる)

・友だちと同じように牛乳パックに石を入れて,二人
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で音を聞き比べながら「何か昔が違うねえ。ぼくの

はちょっとさら粉が入っとるけえかねえ」

【ねえねえ,どんな音がする?】

【 1年生さんの楽器作りの授業を見せてもらおう】

ちょうど1年生での発見科の授業でも児童が身近な

素材を使って楽器を作るという活動があったので,そ

の授業を見せてもらうことにする。

・自分たちが使ったことのないアルミホイルを,木の

枝に巻きつけ,それに割り箸をこするようにして音

を出している様子に驚いている姿。

・ヤクルト容器に厚紙を切って入れている姿を見て,

厚紙そのものは身近にあってもそれを楽器作りにこ

のように生かしたことはなく,厚紙でも楽器が作れ

るということを発見している姿。

・アルミ缶を叩いて音が出ることは経験しているが,

それを5個つなげて音を出している姿を見て,たく

さんつなげるともっと面白い楽器ができるというこ

とを発見している姿。など

上記のように,自分たちが使ったことのない素材や,

自分たちがしたことのない素材の扱い方を見て驚いた

り,発見したりすることができ,自分たちもやってみ

たいという意欲につながっていった。

【 1年生さんの楽器ってすごいね】

【エルマーの冒険の物語に合わせて音を作ってみよう】

音からイメージすることを楽しむことをきっかけに

しながら,絵本のストーリーからイメージする音をグ

ループで作って遊ぶという活動を取り入れた。

くサイがブラシでつのを磨く昔)

J男・ B男・ E男がペットボトルの中に木の実や紙

を切ってそうっと上下に揺らしながら音を出してみ

て,耳を澄ませてみる。 B男が「まだまだじゃね」七

言いながら, 3人で更に木の実を取ってきてはペット

ボトルの中に入れている。

くライオンがくちゃくちゃになったたてがみを櫛でと

かす音)

g女とk女が段ボールに紙の筒でスリスリと擦り付

けるように音を出している。そのうちに, a女がアル

ミホイルを使っているのを見つけ, 「あっ,そうだ!

アルミ貸して」と言いながら,アルミホイルを分けて

もらう。そしてアルミホイルを紙の筒に巻きつけ,そ

れで段ボールに擦り付けてみる。 g女は「こうやって

たてがみをとかすんかね」と言いながら,自分の髪の

毛を櫛でとかすような素振りをしながらイメージして

いる。 k女は「そうじゃね。もっとこっちにも(アル

ミを)つけようか」と言いながら,更に巻きつけてみ

る。

くねずみが歩く音)

f女・ h女・ o女が同じように紙皿を半分に折り,

先と先が合わさる所に丸い小さめの木をそれぞれに貼

り付け,カスタネットのようにして音を出している。

自分の耳に作った楽器をくっつけるようにして音を出

してみる。そのうちに,.f女は「他にもできないかな

あ」と言いながら,割り箸に紙コップを逆さにしたも

のをかぶせ,それをクルクル回しながら, 「あっ,こ

れでも小さい音がする」と言っている。

(4)成果と課題

11月から12月にかけての,音をつくって遊ぶ活動の

中で次のような成果と課題がみられた。

・子どもたちのささやかな発見や表現を,一人ひとり

丁寧に受けとめて認めていくことや,クラス全員の

前で自分が作ったものを披露する場を設けることを

積み上げていく中で,子どもたちは聞いてもらえる

喜びを味わい,そのことが更にやってみようという

試行錯誤や工夫の原動力につながっていった。
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・一人ひとりの発見や表現をこまやかに見取り,それ

に必要な素材を用意していくことを積み上げていく

ことで,子どもたちは更に遊びを深めていく姿が見

られた。

・音からイメージすることを楽しむ姿が少しずつ見ら

れ始めたので,今回, 「エルマーの冒険」という子

どもたちの大好きな絵本を取り上げ,そのストーリ

ーからイメージする音を作って遊ぶ活動を取り入れ

た。その活動の中で,子どもたちは自分が作ってい

る昔をよりこまやかに開こうとしたりする姿が見ら

れた。と同時に子どもたちのストーリーに対するイ

メージは様々なので,様々なイメージをもっとゆっ

たりと楽しむひとときを大切に積み上げていくこと

の必要性を感じた。

6.成果と課題

本年度は,幼稚園の「発見・表現の時間」と小学校

の発見科及び表現科の目標や内容の系統を整理すると

ともに, 「発見・表現の時間」の活動内容の開発を中

心に研究を進めてきた。また,活動内容を開発する際

には,活動内容の柱ごとに,経験させたいこと・養い

たい力の観点に合わせた具体的目標を設定した。

このことから,次のような成果と課題が見られた。

(子どもたちの姿より)

・活動内容ごとに,経験させたいこと・養いたい力の

観点に合わせた具体的目標を設定し,それに応じて

子どもたちの姿を丁寧に読み取り,共感的に受けと

め,価値づけていくことで,子どもたちの更に発見

したい・表現したいという意欲や態度を育むことが

できた。例えばお家づくりや楽器遊びなど一つの活

動を通して,個々であるいは小グループで,あるい

はクラス全体で継続してかかわって遊ぶ姿が見られ

るようになってきた。

・子どもたちの姿や,活動の目標や内容などを常に幼

稚園・小学校の教員が話し合うことを通して,同じ

ょうな活動内容があれば幼稚園児が小学校の授業参

・観に行ったり,小学校教員が幼稚園の保育に実際に

携わったりするなど,柔軟な連携を行うことができ

た。そのことで,子どもたちにとっては,例えば年

長児が1年生の授業を見せてもらうことで,自分た

ちの遊びを広げるヒントやアイデアをもらったり,

小学校教員が保育に参加し,子どもたちの思いを丁

寧に受けとめ,意味づけたり価値づけたりすること

で,自分たちの発見や表現を広げたり深めたりする

喜びを更に感じたりすることができた。

(研究を通して)

・子どもたちの姿や,活動の目標や内容などを幼椎

園・小学校・大学の教員が話し合うことを通して,

上記に述べた柔軟な連携とともに,子どもたちの姿

についての具体的な情報の交流を行ったり,教材研

究の際に様々なアイデアを自由に出し合ったりする

ことができた。そのことで,一つひとつの活動を通

して子どもたちに何を育むことが大切なのか,その

rためにどうしたらいいのかということを目の前の子

どもたちの今現在だけをとらえるのではなく,階層

的にとらえながら明らかにしようとすることができ

た。今後も互いの具体的な話し合いを通して,それ

ぞれの独自性と共通性を明らかにしていきたい。

・今後, 「発見・表現の時間」を実施した効果を1年

間を通して評価していく予定である。その結果をも

とに,更に「発見・表現の時間」が子どもたちにと

って充実したものになっていくように,研究を進め

ていきたいと考えている。

・本年度は,幼稚園の「発見・表現の時間」と小学校

の発見科及び表現科の目標や内容の系統を整理する

ことができた。今後は,更に子どもの経験を階層的

に生かすための活動内容や指導法を開発していきた

い。
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